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北海道では開拓以前からエゾシカが生息し，食物連

鎖の上位に位置するエゾオオカミとバランスのとれた

生態系になっていたものと考えられている. 1873年以

降乱獲が続き，気象変動とあいまって生息数が激減す

る事態に陥ったが，保護政策により回復した.その後，

農地造成などエゾシカの生息環境が好転するに伴い，

個体数が著しく増加し，農林業被害が増えたため，北

海道は「エゾシカ保護管理計画」を策定し，個体数調

整に取り組んでいる.研究グループの代表者らは1991

年からエゾシカの養鹿を目指して，飼育下におけるエ

ゾジカの栄養学的研究を開始し 現在でも視点を変え

て研究を継続している.その間，養鹿の生産物である

シカ肉の食品化学的研究に関する成果を充実させ、不

足する専門領域を補った.

北海道における養鹿は，当初予測したような飼育ジ

カを肥育する完全養鹿の形態では発展せず，野生ジカ

を捕獲して短期間肥育する一時養鹿のシステムが構築

され，北海道独自のスタイルとして発展しようとして

いる.一時養鹿システムとは，野生エゾシカの生体捕

獲により素ジカを供給し，最寄のシカ牧場で 3""9カ

月間肥育後，専用解体施設でシカ生産物を生産するま

での体制をいう. これは新しいシステムなので，蓄積

されたデータがないため，東京農大は素ジカ供給から

シカ牧場における飼養管理および枝肉生産までの分

野，釧路短大と帯広畜大は枝肉から部分肉までの分野
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を取り扱い，研究テーマにしている.本報告では研究

グループがこれまでに取り組んできた一連の研究成果

の概要を述べる.

， .飼育下におけるエゾシ力の栄養学的研究

(1)野生エゾシカの胃内容物

有害鳥獣駆除と交通事故による屠体から採取した野

生エゾシカの第一胃内性状は， pH5.52， VFA総濃度

20. 98mmol/dl，アンモニア濃度48.35mg/dl，酢酸モル

比48.4%，プロピオン酸モル比34.3%，プロトゾア数

表 1 エゾシ力の第一胃内容液のpH，VFA濃度，アンモ

ニア濃度およびプ口トゾア数

有害鳥獣駆除と交通事故

個体数(頭) 18 

pH 5. 52:t O. 071) 

アンモニア態窒素(mg/dl) 48. 35:t 4. 88 

VFA総濃度 (mmOνdl) 20. 98:t 1. 65 

VFAモjレ比(%)

酢酸 48.4 :t0.9 

プロピオン酸 34. 3 :t 1. 0 

n-酪酸 12.4土0.3

iso-バレリアン酸 2.4 :t0.2 

n-バレリアン酸 1. 7 :t O. 1 

酢酸:プロピオン酸比 1. 45:t O. 07 

プロトゾア数 (x105 Iml) 8. 9 :t 1. 7 

1)平均値±標準誤差.
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8.9 X 105/mlで、あった(表 1).エゾシカのVFA総濃度，

アンモニア濃度およびプロピオン酸モル比はウシとヒ

ツジよりも高く， pHおよび酢酸モル比は逆に低かっ

た.プロトゾア数はウシ，ヒツジおよびヤギと大きな

差はなかった.内容物の内訳は，概ね季節別の違いが

認められた.すなわち，春期には草本類以外にクマイ

ザサの葉および、小枝や樹皮などの木本類，夏期には主

に草本類が認められた.また，秋期以降では草本類に

加えて根菜類，木の実および、木の葉(枯葉も含む)，ク

マイザサの葉が認められ，北海道十勝支庁管内足寄町

および、釧路支庁管内音別町で学術捕獲された野生エゾ

シカのものと近似する内容であった(北海道環境科学

センター， 1995). 

野生エゾシカの第一胃から第四胃までの胃内容物の

乾物率は，ヒツジで報告されている値(津田ら， 1990) 

よりもかなり高く エゾシカの胃内容物農度が高いこ

とが示唆された(増子ら， 1996).体重に対する第一胃

内容物重量(乾物重量)の比率はほぼ1.0%であり(増

子ら， 1996)，この値はニホンジカにアルフアルファペ

レットとビートパルプを自由摂取させた場合， 1日の

採食量が体重当たり 2.3""'2.8%であったこと(津田ら，

1987)を考慮すると， 1日の乾物摂取量の半分に相当

し，野生エゾシカは十分量の採食を行っていることが

推察された

(2)乾草，サイレージおよびササの晴好性

エゾシカの噌好性は，粗飼料形態別ではロールベー

ル乾草とコーンサイレージ，草種別ではアルフアル

ファとペレニアルライグラスが高かった. これらの粗

飼料は乳牛用に給与しているものであり，エゾシカ飼

育用にも適した粗飼料源であると考えられた.クマイ

ザサはチシマザサおよび、ミヤコザサとともに北海道に

広く分布しており(豊岡ら， 1983)，エゾシカの曙好性

が高かったことから 有効な飼料資源として位置付け

られるササは飼料として利用する場合には，秋期と

冬期が適していると考えられるが，ミヤコザサは夏期

に放牧などで葉部が採食されると，その後の再生量が

減少することが知られている(大久保ら， 1990). クマ

イザサを採食させる場合にも 再生量に見合う頭数を

維持する必要がある.噌好性が最も低かったのは，高

水分グラスサイレージであった.

(3)乾草採食量の季節変化

シカ科の動物には採食量の季節変化が認められてい

る(Aagneset al. ， 1996 ;Ba町yet al. ， 1991 ;池田ら， 1991; 

小田島ら， 1992). エゾシカにおいても乾草採食量に季

節変化が認められた(相馬ら， 1998) (表 2).また，採

食量の変動は雌雄および、年齢にかかわりなく，同様の

傾向にあった反努家畜の場合，採食量の変動は熱環

境や物理的環境によって生じるとされている(岡本，

1970;三村と森田， 1990).特に，採食量は気温との関

連性が知られており，環境温度に対応して体温調整を

行うため，寒冷時にはエネルギー消費量が高まる.し

かし，エゾシカなどのシカ科の動物にとって，採食量

は寒冷時である冬期に最も少なかった. このような季

節変化は内分泌系の影響によるものと推察された.ま

た，エゾシカの冬期間の採食量および、体重の低下が認

められたことから 生産物を目的とするエゾシカ飼育

の場合，季節ごとの飼料給与方法や肥育時期などを検

討し，秋期から春期にかけては，採食量の低下に伴う

栄養摂取不足を回避する必要があると考えられる.

(4)乾草と濃厚飼料混合物の消化率と栄養価

エゾシカに乾草やサイレージを単体で給与した場合

の消化率は，粗繊維とヘミセルロースでは，ヒツジよ

りもやや低い傾向にあることが報告されている(増子

ら， 1997). この結果と類似した傾向は，ホンシュウジ

カにアルフアルファヘイキューブを給与した場合にも

認められている(小田島ら， 1990). しかし，乾草にフ

スマあるいはダイズ粕を混合給与した消化率は，全成

分においてエゾシカがヒツジよりも高かった(増子ら，

1998). 乙れらのことから，エゾシカは牧草類を単体で

給与した場合には，繊維成分の消化率はヒツジよりも

低いが，牧草類よりも繊維質含量の低いフスマや組蛋

白質含量の高いダイズ粕を乾草と混合給与した場合に

は，飼料全体の繊維成分の消化率がヒツジよりも高く

なり，牧草類と濃厚飼料を混合給与した場合のエゾシ

カの消化能力は優れていることが示唆された.エゾシ

カに乾草やサイレージを単体で給与した場合のTDN

および、DE含量は，ヒツジとほとんど差が認められてい

ない(増子ら， 1997). フスマとダイズ粕を混合給与し

た場合のTDNおよびDE含量はエゾシカが高かった.

その傾向はダイズ粕給与で顕著であり， TDN含量では

10.1%， DE含量では1.06Mcal/kgも差があった(表 3). 

表2 エゾシカの体重および乾草採食量の季節変化

春期 夏期 秋期 冬期 SEMl) 

体重 (kg) 58. 4 58. 1 62. 6 57. 4 2. 40 

メタボリックボデ、ィサイズ (kgO• 75) 21. 1 21. 0 22.2 20.8 O. 64 

1日当たりの乾草採食量 (g/日) 1370.4.b 1705. 4' 1172.4bc 908.0c 90. 96 

体重に対する乾草採食量の割合(%) 2. 35.b 2. 01' 1. 88bc 1. 60c O. 16 

メタボリックボデ、ィサイズに対する乾草採食量の割合(g/kgO
.
75
/日) 64.8.b 82.2' 52. 7bc 43.9c 4. 25 

1)標準誤差.批異文字聞に有意差あり (p<o.05). 
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表3 乾草と濃厚飼料混合給与時の消化率と栄養価

乾草+フスマ給与区 乾草+ダイズ粕給与区

ヒツジ エゾシカ SEMl) ヒツジ エゾシカ SEM 

消化率(%)

乾物 56. 3 63.9 4. 3 56.5 68. 3* * 2.9 

有機物 59.6 65. 2 4. 0 59. 2 69. 5 * * 2.6 

粗蛋白質 58. 0 60. 1 3.9 70. 1 74. 7* * 1.2 

NFE 61. 6 66.3 3.8 54.9 67.5*キ 2.9 

ADF 46.4 58.2 5.3 50. 0 64.5** 3.7 

NDF 52. 9 61. 5 4. 8 55.4 67. 5* * 3. 1 

エネルギー 56. 5 62.1 4. 2 55. 3 66.4* * 3. 0 

栄養価(乾物中)

TDN (%) 57. 9 63. 1 3.9 55.5 65. 6* * 10.4 

DE (McaI/kg) 2.96 3.22 o. 38 2. 37 3.43* O. 32 

1)標準誤差*動物種聞に有意差あり (P<O.05).村動物種聞に有意差あり (P<O.01). 

(5)クマイザサの採食量の季節変化と栄養価

エゾシカにおけるクマイザサの採食量は，秋期，冬

期および春期の 3季節に変化が認められた(増子ら，

1999). 1日当たりのクマイザサの乾物採食量は冬期，

秋期，春期の順に高かった.エゾシカによるクマイザ

サの乾物採食量は乾草と同等かそれ以上の値を示し，

冬期間における養分摂取のための重要な餌資源である

ことがうかがわれた.クマイザサの乾物，有機物およ

びエネルギーの消化率は 44.5-48.6%と低かった(表

4). 粗蛋白質の消化率は74.5%とロールベールサイ

レージの消化率53.5""55. 2 %よりも著しく高い値で

あった(増子ら， 1999). 増子ら(1998)は，乾草とダ

イズ粕を混合給与した場合の組蛋白質の消化率は

74.7%と高かったことを報告しているが，クマイザサ

の組蛋白質の消化率はこの値に極めて近似している.

このような傾向は ニホンジカにチマキザサを給与し

た試験においても報告されている(的場ら， 1987). 

TDN含量は粗蛋白質以外の各成分消化率が低かった

ことから，乾物中44.7%と低く，ロールベールサイレー

表4 クマイザサ給与時の消化率と栄養価

平均値 SEM1
) 

消化率(%)

乾物 44. 5 1.6 

有機物 48.6 O. 4 

粗蛋白質 74.5 0.7 

NFE 42. 2 0.6 

ADF 47. 5 O. 8 

NDF 45. 9 0.5 

エネルギー 48. 4 O. 4 

栄養価(乾物中)

TDN (%) 44. 7 O. 4 

DE (McaI/kg) 2. 21 O. 02 

1)標準誤差.

ジのTDN含量よりもわずかに高かったにすぎなかっ

た.

2. 野生工ゾシカの生体捕獲による一時養鹿

の実証的研究

(1)野生工ゾシカの生体捕獲

阿寒湖畔周辺の森林を所有管理する前田一歩園財団

では、 1999年から樹皮食害防止のために野生エゾシカ

にビートパルプを給餌している.給餌年数が経過する

に伴い，餌場利用個体数が増え，給餌量が著しく増加

した.個体数を軽減する対策として， 2005年から給餌

場を利用して囲いワナによる大量生体捕獲を実施した

(図 1).捕獲は2005年 2006年および2007年において，

1月から 3月まで実施された.生体捕獲数は2005年
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表 5 生体捕獲数

実施年 捕獲場所
捕獲数(捕獲回数) 雄の頭数

平均捕獲数
1月 2月 3月 計 (当歳子を除く)

2005 No.2 23 (3) 130(11) 153 (14) 20 10.9 

77林班 68 (8) 68 (8) 10 8.5 

合計 23 (3) 198(19) 221 (22) 30 10. 0 

2006 No.O 39 (2) 101 (5) 140 (7) 19 20. 0 

雌阿寒 112 (5) 70 (6) 41 (3) 223 (14) 26 15. 9 

77林班 67 (3) 52 (4) 119 (7) 3 17.0 

89林班 41 (6) 16 (2) 57 (8) 。 7. 1 

合計 151 (7) 279 (20) 109 (9) 539 (36) 48 15.0 

2007 No.O 55 (7) 41 (6) 96(13) 19 7.4 

No.2 23 (1) 81 (6) 31 (4) 135(11) 17 12.3 

雌阿寒 77 (7) 37 (5) 114(12) 22 9.5 

77林班 78 (6) 91(10) 169(16) 10 10.6 

合計 23 (1) 291 (26) 200 (25) 514(52) 68 9.9 

表 6 エゾシカの若齢肥育成績

放牧区 乾草給与区 サイレージ給与区 SEM1
) 

導入時体重

屠殺時体重

増体量

日増体量

枝肉重量

正肉重量

枝肉歩留

正肉歩留

(kg) 44. 5 

(kg) 80. 1 A 

(kg) 36. 6A 

(gj日) 188. 5A 

(kg) 49. 6A 

(kg) 41. 4A 

(%) 59.4A 

(%) 49.7A 

1)標準誤差. 2)AB異文字聞に有意差あり (p<O.01). 

44. 8 

62. 1 B 

18. 18 

94.48 

31. 38 

24.68 

48.08 

37.78 

51. 7 

69. 5A8 

17. 88 

100. 18 

35.08 

25.58 

50. 18 

36.38 

1. 15 

2. 98 

3. 08 

15.41 

2.73 

2. 65 

1. 67 

2. 10 

表 7 生体捕獲エゾシ力の肥育成績

満 1歳 成獣
SEM1

) 

有意差2)

導入時体重 (kg)

屠殺時体重 (kg)

雌雄雌

27.2C 

50.2C 
30.5C 

52.78 
51. 98 

59.48 

雄

64.7A 

74.4A 
4. 7 

3.3 

性別

** 

** 

年齢 性別×年齢

** NS 

** 
増体量 (kg : 23. OA 22. 2A 7. 58 9. 88 2. 6 NS ** NS 

NS 日増体量 (gj日) 98.4A 91. 5A 30.98 38.58 10.7 NS *キ

1)標準誤差:** P<O. 01， * P<O. 05， NS;有意差なし 3)ABC異文字聞に有意差あり (P<O.01). 

221頭 (2箇所)， 2006年539頭 (4箇所)， 2007年514頭

(4箇所)であった(表 5).捕獲後直ちにシカ牧場と

東京農大に移送し，飼育を行なった生体捕獲が実施

された餌場の個体数は 1月より 3月が少なく，捕獲に

より個体数の減少が認められた.また， 2年間継続し

て捕獲を実施した場所では 捕獲効率が低下した.こ

れらのことから，継続して生体捕獲を実施する場合，

捕獲効率を考慮した捕獲場所の選定が必要であると考

えられる(工藤ら， 2008). 

(2)飼料摂取量、増体量および枝肉成績の粗飼料形態別

差異

5'"'"'6月に導入し， 11 '"'"'12月まで飼育したエゾシカ

の1頭当たりの粗飼料乾物摂取量は，サイレージ給与区

が乾草給与区より高く，増体量は放牧区が乾草給与区

とサイレージ給与区よりも高かった.枝肉成績では屠

殺時体重，枝肉重量，正肉重量，枝肉歩留および、正肉

歩留全ての項目において放牧区が高い値を示した(表

6) .アカシカにおいて放牧した場合と市販の濃厚飼

料を給与した場合を比較した報告 (Wiklundet al. ， 

2003)では，本結果と同様に放牧時の枝肉重量は高かっ

たが，枝肉歩留は放牧時の方が低い傾向にあった.こ

れらのことから， 12ヵ月齢のエゾシカを 6ヵ月間肥育

する若齢肥育では，放牧により生草を摂取させると生

草の栄養価が高い，導入前の飼育環境と違いが少なく

飼育面でのストレスが少ないなどの要因により，肥育

成績が向上することが推察された.

(3)飼料摂取量および増体量の性別と年齢別差異

飼料の乾物摂取量は 6月まで乾草の摂取量が少な
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く，アルフアルファヘイキューブに残飼がみられたた

め低く推移したが， 7月以降は制限給与した飼料は全

て採食し，肥育終了時まで増加した.しかし 9"-'10 

月にかけて，いずれの飼育群ともに乾物摂取量の増加

量は少なかった体重は全体的に導入時から 9月まで

増加がみられたが， 9月以降屠殺時までは雌雄および、

年齢にかかわらず停滞した.年齢別による増体量は雌

雄ともに満 l歳が成獣よりも大きかった.性別による

増体量は年齢にかかわらず差が認められなかった(表

7) .満 l歳雄の屠殺時体重は成雌と近似しており，伊

藤ら (2005)の報告と同様の傾向であった. このため，

飼料効率は満 1歳雄の方が高いことが示唆された

3.エゾシカ肉の特性に関する食品化学的研究

(1)シ力肉の栄養特性

1 )背最長筋の栄養特性

野生エゾシカ肉の成分含量は水分68.9"-'77.3%，タ

ンパク質21.0"-'26. 6%，脂質0.3"-'6.1%，灰分1.1 "-' 

1. 4% (表8)(岡本ら， 2004)で，成鶏ささみ(食品成

分研究調査会編， 2001) とよく似ていた.ささみは生

活習慣病を予防する食生活に好適とされるため，エゾ

シカも食卓に迎合されうると言えるだろう.タンパク

質含量は 5月から 8月にかけて有意に増加していた.

脂質含量も同様であったが11月に減少していた.一方

で，水分含量は逆の傾向を示した.無機成分含量では，

K86. 8"-' 110. 8mg/100g， Fe4. 5"-'7. 7 mg/100g， Zn3.0"-' 

3. 8mg/100g，<Ju0. 7"-'1. Omg/100gで、あった.Pbは0.7mg/100g

であり， Cdは検出されなかった.全脂質における主要

脂肪酸は，パルミチン酸，ステアリン酸，オレイン酸

および、リノール酸であった 5月ではリノール酸が多

く， 8月および、11月ではパルミチン酸の割合が高かっ

た. リノール酸，アラキドン酸およびイコサペンタエ

ン酸の割合は11月にかけて減少し これに対してパル

ミチン酸，パルミトレイン酸およびオレイン酸は増加

した.総コレステロールは10.5"-'167.8mg/100gで、あっ

た.また，著量の共役リノール酸 (CLA) が含まれて

いた. 8月および11月に捕獲された個体からは，栄養

状態の指標となる腎臓周囲脂肪の蓄積が多く認められ

たことと，筋肉中のタンパク質および脂質含量が既報

(関川ら， 1999;笠井ら 1999)より高かったことを

考え合わせると，今回の供試動物は総じて良好な栄養

状態であったと判断された.

2)狩猟肉の食味官能検査

野生エゾシカ肉を流通させるには，得られた個体を

そのまま食肉処理場へ運搬しなくてはならない.おい

しい肉を得るには速やかに内臓摘出が行われた方がよ

いといわれているが，食用として容認されうる所要時

間が検討されたことはこれまでになかった.そこで

射殺直後， 1時間および3時間経過後に内臓を摘出さ

れた野生個体と，食肉処理場で解体された一時養鹿個

体(いずれも2005年8月に射殺または屠殺された成獣

雄)から背最長筋を採取し、 Scheffeの一対比較法によ

る食味官能検査を行った.その結果，肉片およびスー

フ。の検査において， 3時間経過後に解体処理を行った

個体の肉は好まれない傾向が認められた.内臓を摘出

せずに長時間放置すると，肉の食味によくない影響を

及ぼすことが初めて明らかとなった.

(2)シカ肉の熟成

衛生的に適切に解体処理された食肉においても，屠

殺後の取り扱い方で食肉の肉質は大きく影響される.

食肉の肉質 rおいしさ」を決定する要因は，屠殺前

に既に決まっているものと，屠殺後の取り扱い方で決

まるものに分けられる.牛の場合には品種や性あるい

は年齢が肉質に大きく関わり，通常，肉用種の雌で，

ある程度若いものがよいとされている.食肉は，一般

に家畜などを屠殺してから筋肉を数日から数週間，低

温で貯蔵して得られる.屠殺直後の筋肉は，弾力性が

表8 野生エゾシ力の背最長筋の一般成分(%)

捕獲月推定年齢雌雄
屑側部 中央部 腰側部

水分 タンパク質 脂質 灰分 水分 タンパク質 脂質 灰分 水分 タンパク質 脂質 灰分

5月 雌 73.6 24.7 0.6 1.1 72.9 25.4 0.6 1.2 75.7 22.5 0.6 1.2 

2豆 雌 74.3 24.0 0.6 1.1 72.5 26.0 0.3 1.2 75.4 22.7 0.6 1.2 

3壬 雌 75.0 23.5 0.4 1.1 74.1 24.3 0.4 1.1 77.3 21. 0 0.5 1.2 

74.3士0.7a 24.l::t0.6 0.5:1:0.1 1.1士0.0 73.2土0.8 羽田 2:1:0.80.5士0.1 1.l::t0.0 76.1:1:1. Oa 22.1:1:0.9b 0.6:1:0.1 1. 2士0.0

8月 雄 71. 8 25.6 1.4 1.3 72.6 25.4 0.9 1.2 71.9 24.2 2.8 1.1 

雄 71. 9 25.2 1.8 1.1 72.3 25.9 0.6 1.2 71. 6 26.6 0.5 1.3 

3孟 雄 71. 8 25.2 1.6 1.4 70.9 26.4 1.4 1.3 72.7 25.2 1.1 1.1 

3孟 雄 68.9 23.9 6.1 1.1 71. 0 25.4 2.5 1.1 70.8 26.2 1.6 1.4 

3孟 雌 72.6 23.8 2.5 1.1 72.6 24.8 1.5 1.2 71.2 26.1 1.6 1.1 

71.4士1.4b 24.8:1:0.8 2.7:1:1.9 1. 2:1:0.1 71.9:1:0.9 25.6:1:0.6 1.4土0.7 1. 2:1:0.1 71. 6:1:0. 7b 25.7土1.Oa 1. 5土0.8 1.2土0.1

11月 雄 71.9 23.5 3.4 1.1 72.0 25.6 1.2 1.2 71.7 25.8 1.3 1.2 

2孟 雄 73.4 24.0 1.5 1.1 73.2 24.3 1.4 1.1 72.5 24.7 1.6 1.2 

雌 71.3 25.0 2.5 1.2 72.7 25.1 0.9 1.3 73. 1 24.7 1.0 1.1 

72.2:l:1.1ab 24.2土0.8 2.5土1.0 1.1 :1:0.0 72.7士0.6 25.0:1:0.7 1. 2:1:0. 2 1. 2:1:0.1 72.4:l:0.7b 25.1:1:0.6 a 1. 3:1:0. 3 1. 2:1:0.1 

炭水化物を除いて100%とした.ab異文字問に有意差あり (P<0.05)
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あり柔らかいが，風味に欠ける.これを冷蔵すると，

ATPの消失に伴いアクチンとミオシンが強固に結合し

て筋肉は硬直する.これを死後硬直と呼ぶ.牛では，

屠殺後約24時間で死後硬直が最大となり，これをさら

に冷蔵すると，風味，柔らかさ，多汁性が増して食用

に適したものとなる. この過程を熟成と呼び，筋肉は

食肉へと変換される.

エゾシカ肉の熟成に関する報告はほとんどない(渡

辺ら， 1993). そこで，乙の肉の熟成に関する調査(勇

断値， pH，筋原線維の脆弱化，筋原線維の分解，色調

の変化，遊離アミノ酸含量など)を行った.その結果，

概ね 7'"'-'10日間，冷蔵 (OOC)することで熟成をほぼ

完了させることが可能だ、った.しかし，午肉の場合と

比較すると，エゾシカ肉では遊離アミノ酸の蓄積が少

ないことや色調の安定性が低いことなど，長期間の熟

成には不向きな特性も認められた.さらに，牛や豚な

どの家畜と異なり，シカの屠殺解体の処理工程は衛生

的に規格化されていないことも多いので細菌などの汚

染程度との関連から，保存あるいは熟成期間は慎重に

決定する必要がある(関川， 2000). 

(3)シ力肉の機能性成分

食肉はヒトの良質なタンパク質源として重要である

ばかりではなく，近年，機能性食品として注目される

種々の成分も含有している. この中で，エゾシカ肉に

比較的多量に含まれるものがカルニチンとヘム鉄であ

る.カルニチン (s-hydroxyトア一位imethylaminobutyric

acid) は，あらゆる生物に存在するアミノ酸関連化合

物の一種で，動物では肝臓，腎臓，脳などで必須アミ

ノ酸のリジンとメチオニンから合成される.カルニチ

ンは，長鎖脂肪酸のミトコンドリアへの取り込みに必

要な成分で，脂肪酸からのATP生成には不可欠である.

ヒトでは，通常の食生活で不足することは少ないが，

食事から摂取するリジンやメチオニンあるいは合成系

に関与するビタミンC ナイアシン ビタミンB6のい

ずれか 1つでも欠乏すると所要量を満たさなくなり，

男性より女性で，あるいは肥満に伴い不足する傾向が

ある.食品では，午肉，羊肉などの動物性食品に多く

含まれ，植物性食品にはあまり含まれていない.

カルニチンは脂肪酸の代謝に必須であり， この含量

と筋の線維型との関係が注目される.赤色筋はミオグ

ロビン含量が高く脂肪酸の代謝が活発である.一方，

白色筋はミオグロビンが少なく解糖系によるATPの産

生が多い.動物の筋では赤色筋と白色筋が混在し，

ATP分解酵素の活性などに基づいて組織化学的な分類

からいくつかの筋線維型に分けられている.鶏の白色

筋，中間筋および、赤色筋を用いて分析すると，ミオグ

ロビンとカルニチンの含量は正の高い相関 (ro=0.9)

を示した.エゾシカ肉 (4.6μmol/g) が牛肉(1.7'"'-' 

3.6μmol/g) ，豚肉(1.1μmol/g) ，鶏肉 (0.7'"'-'1.3

μmol/g)に比べて遊離カルニチン含量が高いという特

徴は，去勢や肥育を行っても影響されなかった

(Shimada et al.， 2004). 

エゾシカ肉は，他の畜肉に比べて濃い赤色である.

この色調はヘム鉄を含むタンパク質(ヘモグロビンと

ミオグロビン)が存在するからである.鉄は体内で合

成されないので食品から摂取しなければならない.ほ

とんどの食物に鉄は含まれるが体内への吸収は畜肉や

レバーなどに含まれるヘム鉄が野菜，海藻，穀類など

の鉄よりもよいことが知られている.濃い赤色を示す

シカ肉のミオグロビン含量 (6.0mg/g) は，牛(1.9'"'-' 

4. 1mg/g)，豚(1.1mg/g) あるいは鶏(1.4'"'-' 1. 6mg/g) 

に比べて非常に多い (Sekikawaet al.， 2003). また，

動物実験の結果では，野生エゾシカの背脂肪をラット

に与えると，牛や豚の背脂肪と比べて，肝臓のコレス

テロールを低く抑える結果が得られ， これは糞への排

池が多いことによると推定されている (Fukushimaet 

al.， 1999). 
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